
H.D.Thoreauの自然観

― そ の 二 重 性 に つ い て ―

六 川 信**

HenryDavidThoreau(1817-1862)は,通例,Emerson の影響をうけた超絶主義者と考

えられている.けれども,彼を超絶主義という枠の中でのみ考えることは危険である.Em-

ersonのNature(1836),TheAmericanScholar(1837),DivinitySchoolAddress(1838)

と Thoreauの A WeekontheConcordandMerrimackRivers(1849),WaZden(1854),
TheMaineWoods(1864),CapeCod(1865)とをつぶさに比較しつつ読むとき,我々は,

Emersonと Thoreauの二人の文学の世界の異質性に気付く.Thoreauの作品には超絶主義

という一枚岩で割 り切ることのできないものが含まれている,という印象をうける.AWeek

と Caz･eCod とでは,その濃淡の差はあまりにも大きいが,彼の作品には,むしろ超絶主

義とは異なると思われるようなリアリズムの香りが漂っている.超絶主義が一定の定義をく

だしえない程漠然としたものである,という事情によるのかもしれないが,Tboreauの自然

は,常に自然の具体的事物に密着していて,超絶の世界にさまよいでることが少ないためで

あろう.

自然の事物をリアルに克明に観察しようとする Thoreauの態度が,彼のどの作品にも如

実に現われていることに気付く.特に,1850年以降の Journalはきわめて1)ア1)スティッ

クで,WaldenPond の測定や植物の成長の記録など,自然の事物そのものや季節気象など

の詳細な観察記録で埋っている,といってよい.

CaクeCod に例をとろう.この旅行記の冒頭:ま死のイメージで始まるが,Thoreauは自

分の見たものを具体的にリアルに読者に提示する.Cohassetの海岸での難破船と乗船 して

いた Irelandからの移民たちの死体の散乱｡Thoreauは,感情を抑えた-- ド･ボイル ドな

手法で,非情な死と死骸を描写する.このとき,読者は戦懐をおぼえ鬼気せまるのを感 じる.

鉄の船を岩に激突させ卵の殻のように砕いてしまう海の恐怖は,老人 JohnNewcombのロ

からも体験的に語られる.荒々しく野性的で非人間的な恐しい海の姿が読者に伝わる.Cod

岬は所により300フィー トの深さにも達する砂地であり,植物が容易に生育しない荒涼たる

不毛の土地である,と Thoreau は述べ,砂の恐怖を次のようにかく.HThesandisthe

greatenemyhere.-Thesand血iftslikesnow,andsometimesthelowerstoryofa

houseisconcealedbyit,though itiskeptoffbyawall.Thehouseswereformerly

builtonpiles,inorderthatthedrivingsandmiglltpassunderthem.''(1)

Thoreau の作品にただようリアリズムの香りに加えて,Emerson 的ロマンチシズムがそ

こに色濃 く流れていることも事実である.言いかえれば,それは Thoreau の神秘主義ない
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Lは超絶主義といってもいいものなのであるが,彼のこの面に焦点をあてそこにのみ何もか

も収赦させてしまうとすれば,Thoreauの独自の文学の世界にせまることは不可能に近いだ

ろう.

Thoreauの文学のロマンチシズムの色調とリアリズムの香りは,彼の自然に対する態度の

二重性から生まれる.すなわち,彼には,博物学者として自然を客観的,実証的に眺めよう

とする自然の外面への志向と,自然観照の詩人として自然に直覚的にせまろうとする人間の

内面への志向があるからである.この彼の自然観の二重性が作品の中に現われたとき,その

二面を,自然科学着的側面,自然観照の詩人としての側面と呼んでいいだろう.筆者は,こ

の二つの側面を,彼の代表作 Waldenの中に,特に強く感じる.

当然ながら, この両側面のよってきた理由, 作品の中での両者の関わりあい,更には,

Thoreauという作家の中でこの両者がどう在在したのか,ということが問題とされるだろう.

これらの問題を考察することにより,近代文学者 Thoreau の実相がはっきりと浮かびあが

ってくるように思われる.本稿では,役の傑作 Waldenを中心にすえて,これらの問題を

めぐって検討を試みてみることにする.

1

本題に入る前に,Thoreauの作品の形式と中味のかかわり合いを考えておきたい.AWeek.

TheMaineWoods,CapeCodのどれも旅行記の形式をとる文学作畠である.A Weekは,

二週間の旅が一週間に圧縮され,兄Johnとの旅の想い出の随想集になっている.CapeCod

では三回におよぶ岬への旅が10章からなる一冊本に仕上げられている.Walde72は二年間の

生活実践が一年間にまとめられているが,この自叙伝的体裁をとった作品を旅行記の一種と

考えていいのだろうか.

Thoreauが Waldenの稿をおこし始めたのは,1846年の末かその翌年の初頭のことであ

り,1847年秋には初稿を書き上げていた.だが.それは,1854年に出版された Waldenの

およそ半分の長さのものであった.従って,七年間の才月のうちに,書き伸しや追加が行わ

れ,膨大な量の推敵が行われたことになる(2).作品の書き出しは特に工夫をこらされた,と

推測しても強ち的はずれでもないだろう.それは次のように始まっている.

WhenIwrotethefollowingpages,orratherthebulkofthem,Ilivedalone,in

thewoods,amilefrom anyneightnr,inahousewhich Ihadbuiltmyself,onthe

shoreofWaldenPond,inConcord,Massachusetts,andearnedmylivingbythelatnr

ofmyhandsonly. Ilivedtheretwoyearsandtwomonths. AtpresentIam a

sojournerincivilizedlifeagain.(3)

この一節を一読すると,Concordの村の人々が Thoreauの森の生活について念の入った

詮索だてをすることへの報告が,端的にまとめられているように感じる.なぜなら,この一

節の少しあとに,"Ishouldnottalksomuchall)utmyselfiftherewereanylx)dyelse

whom Iknewaswell.〟(W,1)とあるためであり,また,彼が Walden湖畔での生活実

験をおえて小舎を去るとき,A Weekを単行本の形で出版するための原稿と Waldenの初
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稿を携えていたことが事実であるためかもしれない.更に,自分で建てた小舎で二年二ケ月

の独居生活をおくりConcordの村へ帰ったことも事実であるせいかもしれない.

しかし,Thoreauはこの冒頭で,生活報告を手際よくまとめてみせているだけなのだろう

か.作者 Thoreau の意図が奈辺にあったのかは分からないが,読者である筆者は,それ以

上の意味をこの一節の中に感じないわけにいかない.そもそも,この一節は初稿にはなく後

に追加されたものであること,また,周知のように, Walden は二年間の生活実験を一年

の季節のサイクルの中にまとめ上げられたイマジナティブな文学作品であることを思うとき,

特別の意味をここに感じとるのである.つまり,〃civilizedlife"ということばは,Thoreau

が様々に批判する物質主義的機械文明の人間社会を指す.人里離れた森の中で独居生活をお

くる Thoreauの姿は,人生の探求者 Thoreauを暗示する.すると,自ら,俗世界から ｢聖

地｣なる自然に赴く巡礼者 Thoreau の人物像が浮かび上がってくる(4). "again" という語

は旅の終わりを表わす.JohnC.Broderickのことばをかりて言えば,ここには,｢旅に出

てまた戻ってくる運動｣("ouトand-back"movement)が(5),典型的に暗示せしめられている

と考えていいだろう.要するにこの一節は,以下に述べるのは旅行記であることを暗示する

役目を担っている,といえる.作品全体で考えてみても, 序章 "E00nomy相で,Thoreau

がWalden湖畔に行き春小舎を建て始め,その年の夏そこに住み始めたことが述べられ,終

章の直前 "Spring"の章では,森の生活という旅が終わり,Concordの村へ帰ったことが語

られている.そして,その旅の間に Thoreauが何を見,どんな体験をし,何を考えたかが

18の章に盛 りこまれている.こう考えてくると,Waldenが旅行記の形式をとる作品である

ことが明らかになる.

Moldenhauerも指摘するように(6),Waldenの語 り手 ｢私｣はフィクショナルな ｢私｣で

ある.Thoreauはこの語り手に旅を報告させるという形で作品を作り上げている(7).語 り手

は旅で目に映じた世界と旅の実体験を語るが,更に旅で探求した自己の内面世界をも語る.

前者は客観的に人間以外の外部の自然を見つめる態度であり,後者は人間の中の人間を考え

る態度である.こう考えると,旅行記という形式は二つの面を盛りこむのに恰好な文学形式

といえる.Thoreau の自然科学者的側面と自然観照の詩人としての側面が吐露されるにも,

Waldenが旅行記という形式をとることが最適であった,と考えられる.

2

Thoreau は博物学を好んだ.彼の Journalやその他の作品に見られる自然観察の記掛 ま

精微を棲める.このことは,植物学,動物学,魚類学などの面における彼の造詣の深さを証

明する.特に植物学は彼の得意とするものであり,作品中に,植物名,植物学専門用語が頻

出する.このため,植物学の知識なしに彼の作品を理解することは困難であろう. Walden

の211ページを開けると, ●̀golden-rods,〟Hpinweeds,"〃cotton-grass,〟"cat-tails,〟"mull-

eins,'=̀わhnswort,"Hhard-hack,""meadow-sweet,'= ẁool一grass,""life一七Verlasting"の10

箇の植物名の単語を発見する.この作品全体では,"black-birch,""yellow-birch,""be∝h,"

"bass'=h̀ombeamHなどの樹木の名前,"biennial,〟"radicleM などの植物学用語等々が多数

貌われる.次は CapeCod からの引用であるが,彼の植物学の知識の並々ならぬことを示

す一例である.
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Theplantswhich Inoticedhereandthereonthepuresandyshelf,between the

9rdinaryhigh･watermarkandthefootofthebank,wereSeaRocket(CakileAmerica･

na),Saltwort(SalsoZa kali),~Sea Sandwort(Honkenya pepZoides), Sea Burdock

(Xanthium echinatum),Sea-sideSpurge(EuphorbiapolygonifoZia);also,BeachGrass

(Arundo,Psamma,orCalamagrosiisarenaria),Sea-sideGolden･rod(Solidagosem-

2ervirens),andtheBeachPea(Laihyrusmaritimus).(8)

A Weekでは,pickerel(Esoェreticulatus),put(Pimelodusnebulosus),shiner(Leu-

ciscuschrysoleucus),dace(Leuciscusargenteus),perch(Percajtavescens)等の魚類の生

態の詳細な説明がある.TheMaineWoodsの Appendixには,Thoreau 自身の観察にな

る植物,鳥類,喬木,潅木,野草,四足獣のリス トが23ページにわたって整理されている.

鳥矧 ま37種かかげられており,その中4種には疑問符がついている.これは,科学者として

の真面目さを示すものといえよう.

Thoreauは有能な測量士でもあった.彼は,1846年の冬初めて,WaldenPondを測量し

た.彼は,池の形と深さの分布等を示す約2000分の1の図を残している.それによると,池

の広さ61ユーカ,周囲1.7マイル,池の最長距離は1752/1ローツドとある(9). それから一世紀後

の1942年,訓練をつんだ有能な湖沼学者 EdwardS.Deevey,九 が最新の測定器具を用い

て Thoreauの測定値を検証したが,Deeveyは Thoreauの測定の正確さに驚いたという的.
この図は1854年の Whldenの初版本に縮尺を小さくして入れられた伽.Wddenの内容とは

直接関係のないこの池の図を入れたことは,Thoreauの博物学への熱心な傾倒を示すものと

いえるだろう.Thoreauは気象にも強い関心を示した.Walden の "Ponds"の章から一例

を上げよう.

Thetemperaturofthepondwaterwhichhadstoodintheroom whereIsatfrom

丘veo'clockintheafternoontillnoontilenextday,thesixthofMarch,1846,the

thermometerhavingbeenupto65oor700someofthetime,owingpartlytothesun

ontheroof,was420,0ronedegreecolderthanthewaterofoneofthe00ldestwells

inthevillagejustdrawn.(W,126-127)

池の水温,直径,周囲の測定及び自然の観察記録を徹底して行うには,相当の時間とエネ

ルギーを要したであろうことは想像にかたくない.それには Thoreau に烈しい程の自然へ

の愛着がなければできないことであった.

･1906年,20巻の Thoreau全集 WaldenorManuscriptEdition が出版された.そのうち

14巻は Journalであった.この Journalを,科学者たちは,アメリカ博物学研究の重要な

文献であると激賞した.そして,Thoreauは ｢アメリカ生物気候学 (phenology)の父｣と

よばれ,湖沼学者 (limnologist)としても生態学者 (ecologist)としても,高く評価されるに

いたったのである凹.特に1850年以降の Journalを読むとき,Thoreau がもし長寿を全う

し,自然研究を進めていったならば,近代科学の著名な博物学者になっていたのではないか,

と思われてくる.Thoreauは1855年の春病に陥り,身体は衰弱し意気鏑沈し,病気も完全に
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いえることはなかったが,自然への愛着と自然研究への情熱は何ら失われなかった.晩年の

彼が動物や植物の研究の中に生き甲斐と幸福を見出していたようすは,Journalが何よりも

よく物語っている.また,TheSuccessionofForestTrees(1860)という優れた論文もそ

のことを明白に証明する.

Thoreauの作品に現われた彼の自然科学者的側面を実証的に論じてきたが,この側面は彼

の自然観とどうかかわっているのだろうか.言いかえれば,この側面は彼のどんな自然観に

支えられていたのだろうか.逆に言えば,自然科学者的側面があるという事実は′彼がどん

な自然観を抱いていたと推論できるだろうか.Thoreauは "Ifyou havebuiltcastlesin

theair,yourworkneednotbelost;tllatiswheretheyshouldbe. Now putthe

foundationsunderthem.H(W,221)"Itaffordsmenosatisfaction tocommenceto

springanarchbeforeIhavegotasolidfoundation."(W,225)と述べている."arch"と

か Hcastlesintheair"とかいう語句が,後に述べるような超絶主義者 Thoreau の観念の

世界を暗示するのだとすれば,その世界の土台としての実体としての自然の研究の必要性を

強調していると読みとってよかろう.とすれば,彼は,客体としての自然の研究を第-に考

えていたことになる.文学者 Thoreauの出発の原点は,実体としての自然にあったといえ

よう.彼が観念的に自然を考える以前に,事実としての自然に愛着をもち,それとの近接感

を主張するのは,彼にとって必要欠くべからざるものであったからである.

Emersonは,物自体すなわち現実の世界は大霊をかくしている佼面だと論じたが,Thoreau

は自然を実体のあるものとしてとらえた.実在としての現実の自然こそが,すべての芸術,

哲学,宗教の唯一の土台となり基礎となる,と Thoreauは考えた.Thoreau は,Emerson

から自然を見ることについてよりも,自然について考えることを学んだ.しかし,抽象概念

に閉じこもることを嫌い,実体としての自然に格別愛着をいだいていた.Emersonは思索か

ら出発したが,Thoreau は観察から出発したのである.Emersonは,神が実在であり,自

然の現象界は単なる幻影にすぎないと考えたが,Thoreauは,観念論者は先ず実物主義者と

して出発しなければならないと考えた｡脚従って,Thoreauは文献から得た知識を単に知識

として保持していることはしなかった.自ら進んで自然に入り,知識をもとに直接自然に接

して研究を深めるという態度をもっていた.こうした事物に密着する態度と自然を実体ある

ものとして考える自然観は,ロマンチシズムの文学思潮の中では特異であって,むしろリア

リズムを志向している態度であり,ここに Thoreau の文学者としての現代性が存在すると

考えてもいいのではなかろうか.

さて,問題は, トラソセソデソクリス トと自他共に認めていた Thoreauが,なぜこれ程

まで自然に対して客観的態度をとってのぞんだかということである.旅行記はアメリカ文学

の中で一般的な形式だが,施行記の文学的興味は,旅行者が見たことよりも,むしろ旅行者
I

自身の思想と内面生活にある.掛 こ,超絶主義者の立場からすれば,精神的旅こそが真の旅

と考えられるべきものであろう.しかるに,旅行記の形式をとる Thoreauの作品には,｢博

物誌｣の香 りがする程に,自然観案の記録が豊富にもりこまれているのはなぜであろうか.

自然への愛と尊敬があったからであると考えられるが,Emerson にも自然への深い愛があ

ったのである.けれども,Thoreau には,Emerson のように直覚的に飛躍するところがな

く,自然を実体あるものと考える自然観をもち,その自然現象の詮索または実証の精神があ
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った,といえよう.では,Thoreauに特有な実体としての自然への密着の精神はどのように

して形成されたものなのだろうか.

Thoreallは生来の自然愛好家であった叫.Concord の森や牧草地や川や池が幼年時代の彼

の遊び場であり,自然のふところに抱かれて成長 した.母の CyntI血 Thoreau は,子供に

自然愛好の精神をはぐくませようと熱心であり,しばしば,野鳥の声を聞かせに子供らを野

外につれていった脚.天気のよい午後は,草花や鳥の声をたのしみながら野外で食事をした

が,それも,彼の母のそのような願いによるものであった.こうして生まれた Thoreauの

自然愛の炎は,兄の Johnのノー トから鳥類の知識を吸収し,毒物を通じて博物学の知識を

培っていくにつれて,益 燃々え上がっていった.HarvardCollegeの学生のとき,Cambridge

の原野や Charles川の岸辺に遊び,その岸辺に立つ木の穴のいたちの巣を見に訪れることを

日課にしたこともあった8Q.かくして,彼は自然を愛する青年に成長 していた. この生来の

自然への愛着心は,彼の文学の土台となっている.

Emersonが Thoreauの博物学研究を啓発しようとしたこともあった.Emersonが Mas･

sachusetts州出版の HScienti丘cSurveysofMassaclmsettsM- T.W.HarriSの Znsecis,

ChesterDeweyの FloweringPlants,D.H.Stoverの Fishes,ReptilesandBirds,

EbenezerEmmonsの Quadrupedsを含む- を入手し,Thoreauにこの評論を書くように

要請した｡的その結果,Thoreauの最初のエッセイ HTheNaturalHistoryofMassachusettsけ

が生まれた.これは1842年に DfdJに発表された.Emerson の期待に反して,このエッセ

イが超絶主義的傾向の強いものとなっているのは,Natul･eの影響が Thoreau の心髄に達

していたからであろう.

彼が自然科学の研究にのめりこんでいったのは,1847年以降と考えられる.JeanLouis

RodolpheAgassiz(1807-73)博士がHarvard大学教授としてBostonへ現われたのは1846年

秋であった.LouisAgassizはスウィスの自然科学者で,当時西欧で科学思想の偉大な指導

者であった.彼のアメリカでの研究の目的は,アメリカの植物誌と動物誌の完望な完成にあっ

た.1847年,ThoreauはそんなAgassizに標本を送り交渉を開始した胸.当然,Thoreauの自

然研究の興味がかきたてられた.彼の見る自然も措く自然も生きた具体的なものへと広がり,

植物が花をつけ授粉しそして薬をつける姿を綬密に観察するようになった.木の芽生 きの

時期,渡り鳥の到来日,植物の開花時期などを調べ始め,標本の日録を作り出した.植物学

の専門書も集め,当時アメリカの高名な植物学者 AsaGrayの著書も求めた脚.Thoreauは

自然への造遠と思索から自然の科学的観察研究-と傾斜していった.哲学的 トラソセソデソ

クリス トが科学的サイエンティス トへ重層的に変貌していった.LouisAgassizの Thoreau

に与えた影響は,Emersonの Nalureの影響に優るとも劣らぬ ものが あったのである糾.

Thoreau自身次のように書いている.

Ifearthatthecharacterofmy knowledgeisfrom .yeartoyeark omingmore

distinctandscientiac;that,inexchangeforviewsaswideasheaven'sscope,Iam

beingnarTOWeddowntothefieldofthemicroscope, Iseedetails,notwholesnorthe

shadowofthewhole.Icountsomeparts,andsay,uIknow.n(Journal,August19,1851)
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ここには,Thoreauの Emersonの世界からAgassizの世界への急速な移行が見られる.

Thoreauの自然観照の詩人の側面が後退し,自然科学者的側面が前面に出てきたのである.

尚また,経済の進展,科学の興隆によって,近代産業社会の形成が始まった19世紀中葉のア

メリカは,全般に現実的で,科学-の関心が高まった時代であったか ら, この時代風潮が

Thoreau に反映しているとも見られる.Thoreauが死んだとき,1000点以上の押葉と New

England地方の野鳥の卵と巣のコレクショソが残されていた.彼の母と妹は, これを The

a)stonSocietyofNaturalHistory- Thoreauは1850年この通信連絡員にえらばれ,博物

館の文献を利用する特権を与えられていた- に寄贈した.ここに,博物学者 Thoreauの

面目躍如たるものがある.

3

次に,自然-の旅人Thoreauの人物像を Waldenの表現の中にさ(･り,彼の自然観照の

詩人としての側面を考えてみたい.Thoreauは自然を見つめ徹底的に観察研究する態度をも

っていたが,自然に耳を傾け自然に学ぼうともした.自然は,Thoreauにとって,研究対象

以上のものであったのである.彼は,自然を敬虚祝し,｢母なる自然｣,｢教師たる自然｣と考

A,自然現象を神聖なる神の現われとしても考えた.清教徒たちが,悪魔のイメージをもつ

｢蛇｣をすら,｢あきらかに,人 の々信心を試し確かめるために神の許から使わされた使者｣色○
と感じたのは,自然が彼等にとって教導師であったからであるが, ここで我々は,Thoreau

の自然の ｢意味｣の解釈と清教徒的自然観の類似性に気付く.Thoreauは,自然を〃mother

ofhumanityM(W,210)と語 り,"Nature"を女性人称代名詞を用いて普くのが常である.

また,自然を人格祝する傾向が強く,自然の事物の人格化の箇所をあげれば枚挙にいとまが

ない程である. 自然の中に神をみてとり, 自然を通じて神に近ずき,神を求めようとする

Thoreauの自然への姿勢は,Walden全体に太い流れとなって脈打っているのである.

自然の神聖さと清浄さとを感知するThoreauは言う.〃Theindescribableinn∝enceand

beneficenceofNature,一･･･一････一やfsunandwindandrain,ofsummerandwinter,一一一such

health,suchcheer,theyaffordforever!" (W,95)Thoreauの日には,松の林は神殿で

あり,森や沼地にそびえる樹木は社であると映じ,自然の中に畏怖を直覚するのも,自然に

宿るこうした清浄さと神聖さの故である.永遠 ･春 ･純粋性の象徴である WaldenPondを,

Thoreauは,入口も出口もなく冷たい水をたたえた恒久に底なしに深い池であると措き,こ

の他の清浄さについて次のようにくり返し述べている.

uWaldenisaperfectforestmirror,setroundwithstonesasprecioustomy eyeas

iffewerorrarer.･･･Itisamirrorwhichnostonecancrack,whosequicksilverwill

neverwearoff, whosegildingNaturecontinuallyrepairs;nostorms,nodust,candim

itssu血ceeverfresh;･-〟(W,130)HThepureWalden waterismingledwitIlthe

sacredwateroftheGanges.H(W,203)"WhitePondandWaldenaregreatcrystalson

thesurfaceoftheearth,LakesofLight.･･･Theyaretoopuretohaveamarketvalue;

theycontainnomuck. How muchmoretXautifulthanourlives.how muchmore

transparentthanourcharacters,arethey!Weneverlearnedmeannessofthem.H(W,
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聖なる水を満たす WaldenPond.そのほとりに立つ Thoreauの小舎も,また神聖であり

俗世界の文明によって腐放されていない場所であった."WhereIlived wasasfaroff as

manyaregionviewednightlybyastronomers.-myhouseactuallyhaditssiteinsuch

awithdrawn,butforevernewandunprofaned,partoftheuniverse.〟(W,60)この小

舎を本拠として,自然の中に入り,自然に直接触れ,自然を造造する Thoreauは,自然の

清浄さと神聖さを感知するばかりでなく,そこに宿る霊を直覚する.フクロウの鳴き声の中

にも蛙の鳴き声の中にも,WaldenPondの水の広がりにも,霊の存在を知るのである.

更に,"Spring"の章に示されているように, 自然界の再生と清浄作用の能力及び自然の

野性のもつ生命力が Thoreauを感動させ,心をとらえて離さない.彼は,自然の営みの中

に躍動する生命力をみてとるのである.この生命力は力であり神秘であった.自然に没入す

るという直接体験の中で,神秘的な自然の姿と力を直観し,Emersonの理論を確かめ,有機

的な自然観 (宇宙観)を打ちたてるのである.Thoreauの有機体説 (organicism)eaを表す一

例を次にあげる.

Theearthisnotamerefragmentofdead history,stratum llfX)nStratum likethe

leavesofabook,tobestudiedbygeologistsandantiquarieschiefly,butliving lX)etry

liketheleavesofatree,whichprecede且owersandfruit,- notafossilearth,buta

livingearth;Comparedwithwhosegreatcentrallife allanimal andvegetablelifeis

merelyparasitic.(W,210-211)

書物の紙は mecllanicに重なっているのに対し,樹木の葉はその一枚々々が樹木全体の生

命の一部としてその生命を保つ.薬と樹木は organicな統一体になっているのである.宇宙

の森羅万象も,因果法則によって機械的に支配されているというよりも,すべては霊の力に

よって結びつけられ,偉大な中心的生命に適合し,宇宙全体が有機的な統一体になっている.

こうした宇宙感によれば,宇宙の真実在は霊であり,万物はその背後に遍在する霊の中心的

な見えざる ｢-｣なる霊に結びついていることになる.従って,すべての自然の事象は宇宙

の ｢-｣なる霊の一つの器官であり,人間も霊を宿す器官なのである.Thoreauはこの中心

的生命を,〃theperennial sourceofourlifeけ(W,92)とか HthateverlastingSomething"め

と言うが,そのいずれも Emersonの "theeternalOne"朗 と符合すると考えてよい.Em-

ersonもThoreauもorganicism の宇宙観をいだいていたのであって,両者は同じく超絶主義

者であったのである.ただ,Thoreauの場合,この自然観を理論として理知的に理解し信じ

込むというよりも,体験的に感得するという道をとった.従って,年令と健康の衰えに比例

して直観力やイマジネーションが減退すると,この自然観が崩れていったのである.Philip

WalterEatonが解明してみせているように田,Thoreau には文学者としての成長と発展が

あったのであり,彼の自然観を論じるときにも,共時的,適時的の両方の角度から迫る必要

がある.

さて,Thoreauの措く自然には興味ある二面性が見られる.A Weckでは静かな優しい
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自然がロマンの筆にのせて描かれる."SaturdayM の草の Thoreau がもっとも愛した川の

花の女王,睡蓮 (water-lily)の描写に例をとろう.それは美しい水彩画を見るが如くである.

自然に入り,自然に接し,自分の睦でじっくりと見つめた早朝のその花が,日の出の陽の光と

共に,パッと一斉に開花するすがすがしく清らかな美しきが,読者に伝わってくる.Walden

では隣人としての親しい自然が語られる.ウサギは小舎の床下に住み,小鳥は Thoreau の

肩にとまり,リスは彼の靴の上をはいまわり,ネズミは彼の手の平でチーズをつまむ.

これとは別に,TheMaineWoodsの自然は厳しく冷厳である.人跡未踏とも言える絶え

間なく続く原始林の中を流れる川とその中に点在する湖.Thoreauは激流を越え野営をし,

Ktaadnを目指してそんな自然を進む.その山頂に近い尾根に立ち山頂を眺める■とき,Tho･

reau は巨大な非人間的な冷酷な自然に不意打ちを食わされる. その自然を彼は次のように

感じる."Shedoesnotsmileonhim asintheplains. Sheseemstosaysternly,why

cameyeherebeforeyourtime?Thisgroundisnotpreparedforyou.咽 Concord周辺の

優しい自然とは全く異質の自然を Thoreauは初めて知る.人を寄せつけない自然の恐怖と

畏怖とを彼は述べる."Naturewashet6somethingsavageandawful, ･though beautiful/

Ilookedwithaweattheground Itrodon,････Man wasnottobeassociatedwithit.

ItwasMatter,vast,terrific,- nothisMotherEarththatwehaveheardof,････Mの激

流がとうとうと流れ,鍾,狼,大鹿など野性の動物が出没する TheMaineWoodsの自然

紘,冷酷で荒々しく恐怖に満ちている.これは,先に述べた CapcCodの荒涼たる自然と

同質である.例えば,彼は岬を次のように述べる."TheCapewasnotasonthemap,or

㌍enfrom thestage-coach;butthereIfounditalloutofdoors,hugeandreal,Cape

cod!asitcannotberepresentedonamap,coloritasyouwill;thethingitself,than

whichthereisnothingmorelikeit,notruerpictureoraccount;････"ea"ItwasMatter.〟

という表現も"thethingitself''という語句も,Thoreauの好む優しい自然とは異なり,｢そ

こ｣にある実体としての自然を表わしているといえる.

_Thoreauの措くそのどちらの自然も,空想と想像の中に美しく甘美に描かれた田舎と田園

の自然ではない.生まの自然であり,"Wilderness"なのだ.それは,｢荒野｣- ｢あれは

てた野原.あれの.｣(広辞苑)- という日本語のイメージをはるかにこえて,荒れはてた

きくぱくとした fieldを指すのは勿論だが (例えば CapeCodの場合),むしろ,湿めっぽ

い奥まったところにある野生の動物の生息するうっそうとした自然林を暗示する.

Thoreauは自然を単に美しいものとは解釈していない. 彼の自然の見方の中には, 後の

Naturalism を思わせるような面が見られる.これは,彼の自然の1)アルの見方と言えよう.

ここにイギリスのロマソチシズムとの差異があり,Thoreauの興味ある一面がある.先に,

非人間的な冷酷な自然を Thoreau は知った,と述べたが,彼の描く gentleな自然に対比

するとき,wild な自然は冷酷であるという意味である.彼の文学全体のコソテクス トの中

で考えれば,Naturalism のそれとは異質なものである.

先にも言及したが,Thoreauは自然の中に野性 (wildness)を直観する'.これについ{Lは,

Waldenの "BruteNeighbors" の章に細かく措かれているが,その茸で語られる蟻の合戦

の実相は正しく荒々しい自然の象徴である.生死をかけた赤蟻と黒蟻の死闘は,自然の弱肉

強食の姿の縮図であり,生命を維持するために生命が牲伍になるという自然の投として述べ
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られている. ｢自然に還れ｣と言ったルソーの自然は,あくまで優しくのどかな牧歌的な田

園の自然である.これに反して,野性の笑いと音に満ち,野性の洗い絹が生息する森や沼地

のある自然林と Wilderness,これが Thoreauの描く自然である.彼は,そこに,清浄さと

神聖さに加えて,原始的な生命力と活力とを直観するのである.雷雲や嵐や雨の中に無限に

宿されている活力は,人習の健康を養い,心霊を充実させ,人間に力を与えるものなのであ

る.Thoreauは言う.

TheWestofwhichIspeakisbutanothernamefortheWild;andwhatIhave

beenpreparingtosaylS,thatinWildnessisthepreservationoftheWorld.Everytree

sendsits丘bresforthinsearchoftheWild.-From theforestandwildernesscomethe

tonicsandbarkswhichbracemankind. Ourancestorsweresavages. Thestoryof

RomulusandRemusbeingsuckledbyawolfisnotameaninglessfable. Thefわunders

ofeverystatewhichhasriSentoeminencehavedrawntheirnourishmentandvigoi

from asimilarwild source.･･･Lifeconsists with wildness. Themostaliveisthe

wildest.料

Thoreauが WaldenPondから人跡稀な西方にさまよい,夕食にコケモモ (huckleberries

andblueberries)をつんで食べるのも, "Ourvillagelifewouldstagnateifitwerenotfb∫

theunexploredforestsandmeadowswhichsurroundit.Weneedthetonicofwildness.

････け(W,216)と喜くのも, 自然の野性の湧き出るような生命力を求めていたか らに他な

らない.文学においても野性こそが生命なのだ."Inliteratureitisonlythewildthat

attractsus."糾 こう見てくると,Thoreauの全生隆は,彼自身が 〃Thereisinmynature,

methinks,asingularyearningtowardallwildness."軸 と述べているように,あくなき野

性の探求の旅であったともいえよう.特に, 生涯の最後の10年間は,病弱の身の Thoreau

にとって,野性への喧燥と探求は,健康回復へのあくなき希求と表裏一体なものであった.

Thoreauは自然の中に,神聖にして崇高な姿と,神秘的な原始的生命の横溢する野性の姿

とを見た.更に重要なことは,自己の精神の世界にも,彼はこうした二重性を認識したこと

である.すなわち,自己の内面世界における神聖な生活を志向する本能と野性なものへむか

う本能との認識である.WaZdenの "HigherIAWSMの章の初めに次のように述べられてい

る.

Icaughtaglimpseofawoodchuckstealingacrossmypath,andfeltastrangethrill

ofsavagedelight,andwasstronglytemptedtoseizeanddevourhim raw;notthatI

washungrythen,exceptforthatwildnesswhich herepresented.･･･Thewildestscenes

hadbecomeunaccountablyfamiliar.Ifoundinmyself,andstiufind,aninstincttoward

alligher,or,asitisnamed,spirituallife,asdomostmen,andanothertowarda

primitiverankandsavageone,andIreverencethem botll. Hovethewildnotless

thantheg00d.(W,144)
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この野性な本能は,高きへ向かう本能と反比例して高まるものであり侶虫頬的で肉欲的な

ものである,とThoreau は説明を加える.A Weekの HTuesday" の草でも, 〟weare

double-edgedblades,andeverytimewewhetourvirtuethereturnstrokestrapsour

vice.'個 と述べ,人間の内面の獣性と神性の奇怪な二重性に言及している.この人間精神に

おける純粋性と野蛮性,言うなれば,宇宙における事物の二重性の認識は Emersonから更

に Coleridgeと Platonからも学んだものであった.この昔からの事物の二重性,理想と現

実,高い法則を志向する本能と低きへ向かわんとする本能は,意識の二重性となって現われ

る. 自己の本能の二重性を統一し, 自然の二重性を完結しようとする生き方の中で, Hthe

perennialsourceofourlife"を見出さんとするが,Thoreau自身 "WhatILivedFor"の

章で述べている如く,彼の自然への族の最大の眼目なのであった.

4

Thoreauは森への旅の目的を,WaEdenの最もよく知られた次の一節に述べている.

iwentto thewoodsbecauseIwishedtolivedeliberately,tofrontonlythe

essentialfactsoflife,andseeifIcouldnotlearnwhatithadtoteach,andnot,when

Icametodie,discoverthatIhadnotlived.Ididnotwishtolivewhatwasnotlife,

livingissodear･,nordidIwishtopracticeresignation,unlessitwasquitenecessary.

Iwantedtolivedeepandsuckoutallthemarmwoflife,-todrivelifeintoacorner,
andreduceittoitslowesttens.(W,62)

"teach"という融 こ合せて,この一節にただよう強烈な宗教的雰囲気から,Thoreauが自

然を人間に利益と教えを授ける教師と考えていたことは明白である. ｢教師たる自然｣の中

での自己修養への彼の決意が力強く読者に響いて伝わる."tofrontonlytheessentialfacts

oflifeM, -̀tolivedeepandsuckoutム11themarrowoflifeH,"todrivelifeintoacornerM

等の表現は Thoreau の心の奥底に強い決意がなければ生まれてこないであろう.更に,こ

の一節は,Thoreau の究極の関心が,自然の観察研究にとどまらず,自然の Thoreauの精

神に与える影響であることを暗示する.

Thoreauが自然に入ったのは,人間の文明に毒されていない崇高な美と,本質的にけがれ

のない清浄さを保持しており,生命のみなぎっている再生的な荒野なる自然がそこにあった

からである.彼は,そのような自然の中にこそ,神を発見できると信じたのである.人為を

しりぞけ,自然を観察することと自然を遣造すること(sauntering)を通じ,自己の精神を高

揚させ,宇宙の偉大な生命にせまろうとすることによって,自己の内面の二重性を統一しよ

うとしたのであった.野性な本能を抑え,自己をより高い法則へ指向せしめ,自己を浄化す

ることによって,その統一をはかろうとしたのである.Thoreauが WaldenPondで水浴を

するが,それは,ガンジス河で水浴するのにも似た,自己を清めるための宗教的儀式であっ

た.低きへ向かう官能的な本能を抑制するために,生活上の節制をするが,これがために,

生活の単純化という規律を厳格に自らに課すのである.単純にして質素なる生活はThoreau

の信条であったのだが,その日指すところは,外面生活の単純化よりも,内面生活の豊かさ
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にあった.肉体をきたえ清め,想像力と直感力を敏感に保持し,霊的な活力を常に新鮮にた

くわえ,深く感覚的に沈潜することがねらいであった.年間6週間労働説をとなえ,残 りの時

間はすべて自己修業に向けるべきだと説くのも, こうした彼の信条の結果であった.〃Sim-

plify,simplify.ⅠrlSteadofthreemealsaday,ifitbenecessaryeatbutone;insteadof

ahundreddishes,five;andreduceotherthingsinproportion.n(W,63)

Thoreauは衣食住すべてにわたり,単純生活を身をもって実践した.生活の簡素化を通じ

て自己を節制し,自己の精神世界を深く浄化したのである.人間は,浄化された内面世界を

統一することK_より,現象面に見られる ｢多｣を通して ｢-｣なる実体を見ることができ.る,

と安藤教授が述べておられるが餌,そうした自己統一のために,彼は,｢現在｣という瞬間を

凝祝して生きる態度をとった.なぜなら,その瞬間にこそ精神の集中と統一によって人間は

霊的な存在になりうるからである."Godhimselfcdminatesinthepresentmoment,and

willneverbemoredivineinthelapseofalltheages.〟(W,67)｢現在｣の瞬間において,

自然と融合し,有機的な統一体である宇宙の中で,永遠な8.｢-｣なる真実在に連なるもの

としての自己を,彼は共感しようとしたのである.

Thoreauが小舎に住み始めてから数週間たった頃,枕惚たる忘我の境地を体験する.Wal-

denの "Solitudeけの草の冒静 ま･WaldenPond の岸を歩いていたときの次のような体験で

埠まる."Thisisadeliciousevening,ーWhenthewholetx)dyisonesense,andimbibes

d_elighttTlrOugh everyfX3re･Ig9andcomewithastrangelibertyinnature,apartof

heiself.(W,89)この時間と空間を超越した自然との共感的な霊交の境地を,夏の朝水浴を

すませ小舎の戸口に日の出から正午まで黙坐していた時特も,静かに降る雨の日にも彼は体

験した.Natureの中での "Standingonthebareground･･･my head bathedbythe

blitheairandupliftedintoinfinitespace･･･allmean egoism vanishes. Ibecomea

transfnrenteyeball;Iam nothing; Iseeal1; thecurrentsoftheUniversal Being

circulatethrough me;Iam part9rparcelofGod･"朗というEmersonのことばも,恐ら

く,超絶の極地である歓喜な霊交を述べていると思われるが,Thoreauの啓示の実体験程に

読者にせキりくるとこうがない･これは,先に述べたように,自然の ｢意味｣の解釈におい

ては両者が同じく超絶主義者であるが,Emersonが観念的に論述する傾向があるのに,Tho-

reauは事実に即した自己の実体験を語るからであろう.

Inthemidstofagentlerain･･･,Iwassuddenlysensible.ofsuchsweetandbenef-

icentsogetyin Nature,.ln theverypatteringofthedrops,andinevery.soundand

sightaroundmy house,aninfiniteandunaccountablefriendlinssallatoncelikean

atmospheresustainingme,asmadethefanciedadvantagesofhuman neighborhood

insignificant,････Everylittleplneneedleexpanded and swelled withsym pathyand

befriendedme.(W,91)

これは,外面と内面,現実と理想との緊張の中で,自然と人間の完全な調和という至福な

楽園をかい間見るという啓示的瞬間であった.この神秘的な啓示の瞬間は,超自然の世界か

らふる神の恩寵に身をゆだねることによってというよりは,静かに院想し,全感覚を自然の
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中に投入させ,自然の中に流れる霊の世界に身を託すことによって,到来したものであった.

大自然の一部になるという共感的な一体感の体験は,神秘的な宗教体験にも似ている.仏教

で言うところの｢超絶的智諜｣(transcendentalwisdom)を感知しえたともいえよう.Thoreau

.は,事物の現象面をこえてその実体を見得し,永遠の生命の本源を直覚し,事物の真髄を洞

徹したのである.この啓示の瞬間は,Thoreauが自然-の歩みの中で求めた トラソセソデソ

タ1)ス トとしての最終段階であり-た.それは精神の新生の瞬間でもあった.

5

Thoreauは,湖沼学,植物学,動物学等の分野で,立沢な業続を残した.しかし,看過で

きないことは,たとえ事物の観察には誤りが起こりうるものだとしても,後の科学者たちが

彼の観察の誤りやその記録の不正確さを再三指摘していることである.一例をあげれ ば,

Bangorに80年以上を過ごし Thoreauの theMaineWoodsに関する著作についての傑出

した権威者である FannieHardyEckstorm は,TheMaineWoodsの Appendix の1)ス

トの誤 りを指摘している.彼女は,この地方で最もよく見られる "CanadajayMがリストに

ないこと,リストにある "woodthrush"はこの地方にはいないこと,"red-headedwood-

pecker"は PicuserythrocephalusではなくCeophloeus〆IeaEusabieticola'であること

など,多数の実例を上げて Thoreauの誤りを指摘し,Thoreauは鳥類学者でも科学的観察

者でもなく絶対に科学者ではなかった.と断定している田.

この彼女の結論は極論であるかもしれない.しかし,自然科学者や博物学の専門家による

ThorFauの誤りの指摘は,彼の自然科学者的側面の限界性を決定的にする･限界性が彼につ
きまとう原因はどこにあるだろうか.前述したように,Thoreauは生来の自然愛好家であっ

た.自然愛好者という点では Emersonも同じである.ところが,Emerson が巨視的 (far･

sighted)であり,直接に超絶主義の世界に飛躍していくのに対し,IThoreauは Emerson程

観念的でなく,微視的 (near･sighted)であり,自然の一つ一つを忠実に観察し,鑑賞し味わ

い,そして楽しむという面をもっていた.このような自然への姿勢は,彼のうちにアブ1)か

リに存在していたと言っていいかもしれない.そして,この姿勢は自ら彼の自然科学者的側

面を生み出したのである. 従って, この自然科学者的傾向は, 彼が強烈なイソスビレーシ

ョソとイマジネーションにたけていた若き日の超絶主義的な書きぶりの作品や Journalの

中に,すでに散見できるのである.自然科学的側面をもつ Thoreauが超絶主義者と呼ばれ

るのは,彼には深い自然愛と自然への尊敬の心があるからであり,更には何よりも,自然の

背後に霊的なものを認めるからである.霊的なものは,理性によらず直観力と想像力により

感知されるものである.Thoreauの自然愛とイマジネーションが合致するとき,誇張が生ま

れる.誇張は Thoreau の一つの特徴である.彼は自然の素晴らしさ,偉大さ,そしてその

驚異に圧倒されるからである.ロマンチックで時には ドグマティックな叙述もここから生ま

れるのであろう.こうした Thoreauが,完聖に理性的で冷静な実証を行い,純粋に科学的

であることは不可能である.科学は理性を基礎とするが,冷徹な科学者の目から見て,Tho･

reau の自然観察が不確実なのは,､こうした意味からして起こりうることであった. またそ

れは,生来の彼の自然愛がそうさせたと見られる.愛が科学者の冷徹な日を迷わせたとも言

えよう.
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･Thoreauは,自然を ｢そこ｣にある実体としてとらえたが,一方ではまた,自然の実体の

背後に霊を直覚したのであった.彼の自然は実体ある自然であると同時に,霊を宿す自然で

もあった.そこに彼の自然観の二重性が認められる.それを Thoreau の作品全体の中で考

えるとき,必ずしも統一されておらず,その両面が別々に現われるように見えることもある.

しかし,Waldenの中で見るとき,それは二律背反的なものではない.常に矛盾と分離をひ

きおこす二面的なものではなく,一つの方向へ向かう段階的な二重性であり,それは見事に

調和されて,互いに ｢弁証法的｣餌な関係で止揚されていると見ることができよう.なぜな

ら,Thoreauは,人間の精神の二重性を,進化 ･発展という相で捉え,上昇的な自己の完成

を願っていたからである.Walden の中での Thoreauは,宇宙の中心的な生命の本源に連

なるものとしての一体感を,共感的に勝ちとることを究極の目標にすえ,それの達成のため

に,科学者か詩人かのどちらか一方に全く偏してしまうことはない.彼のその両面が相補的

な価値をもち,積極的な躍動感を作品に与え,作品全体をダイナミックに統一する要素にな

っている,と言えよう.例えば,先に述べた啓示的瞬間は,希望に満ちた自然界の再生と新

生を表わす "spring"の章と対応して,Waldenのクライマックスを作り上げている.また,

自然観察を中心とした章と,Thoreauの超絶主義的な感覚で洞察された自然界の説明の章と

が,大体において交互に織 りなされ 各々の章の中でもこ_の両方の角度から語られることが

多く,快い調和を作り出している.この二重性は,作品の中で融合し,動的で回帰的な季節

のプp ットのもつ有機性と符号して,Walden を見事な organicな統一体ならしめている.

Walden は,このような光から見ると,Thoreau の自然への態度がよく現われ,Emerson

にない Thoreaup自然観の二重性がよく統一調和した作品であるといえる.

Thoreauは Hawthorne,Melville,Twain,James,Hemingway,Fadkner等と共に,

神話的で非写実主義的なアメ1)カ文学の大きな伝統の流れの中にある的.また一方,彼の文

学を,アメリカ自然文学 (naturewriting)の系列の中に位置ずけることもできる.Thoreau

に源を発するこの伝統は,今日の RachelCarson,William Beebe,EdwinWay Teale,

Jo班phWoodKrutch などにつらなっている.ただ,Thoreau の自然には,地理的 ･風土

的限界のあることはいなめない.Krutch の描く西部ア])ゾナの自然も,中西部の広大無辺

の自然も,プレーリーの自然もない.Concordとその周辺の自然が中心であり,Maineの

森や Cod岬の自然もあるが,所栓 NewEnglandの自然に限定されている.
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